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お
知
ら
せ

混
合
粗
大
ご
み
の
受
入
れ
を
し
ま
す

　

ご
家
庭
で
不
要
に
な
っ
た
混
合
粗
大
ご

み
の
処
理
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
名
和
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
直
接
持
ち
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
家
庭
か
ら
出
る
ご
み
が
対
象
と

な
り
ま
す
の
で
、
事
業
所
の
ご
み
の
持
ち

込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

○
混
合
粗
大
ご
み
と
は

【
燃
え
る
物
と
燃
え
な
い
物
が
一
緒
に
な
っ

て
い
て
、
自
力
で
の
分
別
が
困
難
な
粗
大

ご
み
】

例
）
電
気
毛
布
、
電
気
カ
ー
ペ
ッ
ト
、
ス

プ
リ
ン
グ
入
り
ソ
フ
ァ
ー
、
マ
ッ
サ
ー

ジ
チ
ェ
ア
、
オ
ル
ガ
ン
、
木
製
の
台
付

き
ミ
シ
ン
、
ゴ
ル
フ
バ
ッ
グ
、
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
な
ど

※
ね
じ
等
で
接
合
し
て
あ
り
、容
易
に
分
解

で
き
る
も
の
は
持
ち
込
み
で
き
ま
せ
ん
。

※
係
員
が
混
合
粗
大
ご
み
で
は
な
い
と
判

断
し
た
場
合
、
受
け
入
れ
で
き
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
予
め
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

◆
日
時　

11
月
10
日
（
日
）

　
　
　
　

9
時
～
12
時
・
13
時
～
15
時

◆
持
ち
込
み
場
所　

　

名
和
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

◆
手
数
料　

10
㎏
あ
た
り
２
１
０
円

※
10
月
か
ら
料
金
が
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

●
当
日
、
混
合
粗
大
ご
み
以
外
は
受
け
入

れ
を
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

※
手
数
料
は
、
持
ち
込
み
場
所
に
お
い
て
、

現
金
で
お
支
払
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

	

住
民
課

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
１
０

	

大
山
支
所
総
合
窓
口
室　

☎
０
８
５
９
‐
53
‐
３
３
１
１

	

中
山
支
所
総
合
窓
口
室　

☎
０
８
５
８
‐
58
‐
６
１
１
１

※
当
日
の
連
絡
先

	

名
和
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー　

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
５
３
５
２

クマに注意を！
　クマは、冬眠前にエサを求め活発に行動し
ますが、今年の秋は山中でのエサ不足が予想
されており、柿や栗等を求めて集落周辺等へ
出没する可能性があります。田畑で農作業を
される際やレジャーなどで入山される際には
ご注意ください。

「出会わないようにすること」が一番重要！
◦集落周辺等にエサとなる誘因物（生ごみや

放棄作物）を放置しない。
◦柿や栗等の早期収穫。
◦鈴やラジオを鳴らす、声を出して人の存在

を知らせる。
◦入山時は複数人で行動する。
◦においの強い食べ物などを持ち込まない。
◦クマの気配や痕跡があったらすぐにその場

を立ち去る。

出会ってしまっても慌てず冷静に！
【クマがこちらに気付いていない場合】
◦気付かれないように静かにその場を立ち去る。

【クマがこちらに気付いている場合】
◦ゆっくりと、背中を見せず後退する。
◦クマとの間に立木などの障害物をはさむ。

【クマが攻撃してきた場合】
◦手に持っている物や丈夫な木の棒などで、

クマの鼻先や目を攻撃する。
◦クマ撃退スプレーを持っている場合は、ク

マの顔めがけて噴射する。
◦攻撃を避けられない場合は、膝をついて身

をかがめ、頭・首を守る。

◆クマの目撃情報は、
農林水産課（☎ 0858-58-6116）へお寄せください。

ご
み
の
分
別
の
お
願
い

食
用
油
の
ボ
ト
ル
は

可
燃
ゴ
ミ
に
！

　

今
年
の
1
月
か
ら
食
用
油
の
ボ
ト
ル

は
、
可
燃
ご
み
の
区
分
に
変
更
に
な
り

ま
し
た
。
不
燃
ご
み
で
出
さ
れ
て
い
る

ケ
ー
ス
が
よ
く
見
か
け
ら
れ
ま
す
。
食

用
油
の
ボ
ト
ル
は
可
燃
ご
み
で
出
し
ま

し
ょ
う
。

鳥
取
県
民
手
帳

好
評
発
売
中
!!

１
冊　

７
７
０
円
（
税
込
）

　

ご
希
望
の
方
は
、
本
庁
総
務
課
、
各

支
所
総
合
窓
口
室
で
お
求
め
く
だ
さ

い
。


